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心配に勝てる人生（ヨハネ14:1-7）
　心配のない人生でしょうか。そのような人生があれば、皆、そのように生きたいと願っているかもしれません。しかし、現実は、あらゆる心配の中を人々は生きていると思います。健康のために心配なる場合もあるし、子どものことで心配でしょうがない親もいらっしゃいます。自分の才能のなさが心配でたまらないと言う人もいるでしょう。そのようなことを総合して、未来、将来が不安で、不安で心配でしょうがないと言う人もいると思います。また、経済的な問題、人間関係においての心配など、私たちは絶えない心配の中を生きているのではないでしょうか。そして、それは裕福なのか貧乏なのか、あるいは地位が高いのか、身分が低いのか、学歴があるのかないのかに関係なく、誰にでもそのようなことはあると思います。人生に心配事は絶えないし、付きもののようなものではないでしょうか。ですから、心配のない人生は死なない限りはありません。最初から、そのような期待は皆、片づけていただきたいと思います。もし、心配のない人生が欲しかったら死ぬしかありません。生きている限りは付きものです。だから、心配のない人生を求めるのではなく、心配がやってきても私に勝てない、私がその心配に勝てる人になると言うことが鍵であり、またコツです。そのような考え方を持っていただきたいと願います。
そして、何よりあらゆる心配がありますが、その心配はどこから来るものでしょうか。その心配の根本は何が原因でしょうか。形はいろいろあります。ご存知のように、また、私たちだけが知っていますが、そのあらゆる心配の根本的な理由は、私たちが神様から離れてしまったところにあります。言葉を替えますと、もし、私たちをおつくりになりまして、私たちを祝福されました全能なる創造の神様が一緒にいて面倒を見てくださるとなれば、どんな心配事があっても心配にならないでしょう。それに打ち勝つことができるのではないでしょうか。冷静に考えるようにしてください。目の前に心配事があれば、すぐに心が騒いでしまいますが、イエス様は今日おっしゃっています。心を騒がしてはいけません。神を信じ、私を信じるから、もし創造の神様が私の味方であり、私を祝福して面倒を見てくださる方がいつもともにいらっしゃるのであれば、何が心配でしょうか。そこがそうでないから心配なのではないでしょうか。それなのに、クリスチャンの私たちも心配がそこから来るとほとんど気づいていないような気がします。実際、目の前に心配事がやって来たときには、そのようなことを考える余裕もないようです。すぐに心配事と仲良くなって、一緒に溺れて行きます。それがあまりにも長年続いていて慣れているから、何の迷いもなくすぐに溶け込んで心配と仲良くなってしまいます。でも、そういう意味で今日の礼拝を通して、冷静に考えるようにしてください。心配は心配事があるから心配ではありません。私たちが神様から離れているから、心配が生じるようになったものなので、もし神様がずっと一緒にいると言うことになれば心配はしなくてもよいでしょう。どんな心配事がやってきても構わないのではないでしょうか。
そういう意味で、心配に勝てる人生と言うのは、まずイエス様のことを正しく知るときに与えられるものです。なぜかと言いますと、イエス様こそ、イエス様だけがその創造の神様、唯一の神様と出会う道であるからです。イエス様は今日、弟子たちの前でおっしゃっています。今、弟子たちが心を騒がせているのは、実は自分のすべてを捨ててイエス様に従っていました。しかし、イエス様が時々、今になってはしょっちゅう、私があなたがたを離れる。私が去っていくようになっても心配しないようにとおっしゃいます。イエス様だけに希望を託して従っていたのに、そのイエス様が離れて行くとおっしゃっているので心配になるしかないでしょう。そのような状況の中で「心を騒がせてはいけません」とおっしゃいました。私が行くと言うことは。どこに行くのかあなたがたがもう知っているでしょうと言うことで、心配しなくてもよいとおっしゃっているのに、弟子たちは、トマスがこのように言いました。「イエス様、どこに行くのか具体的に場所とか地名とかをおっしゃらない限り、どこに行くのかわかる術がないのではないでしょうか」と聞きました。そのときに、イエス様が「わたしが行く道はあなたがたは知っているはずだ」とおっしゃいました。すると、トマスが言います。「それを教えてください」。そのときイエス様は「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです」「父の家には家がたくさんある。備えに行く」とおっしゃいました。それでも、それがわからないし、聞こえてきません。どこに行くのか教えてください。皆さん、どう思いますか。弟子たちの質問に対して。もしかしたら、私たちもそのような質問をしているのではないでしょうか。「どこに行くのでしょうか。はっきりわかるように教えてください」。イエス様は今、おっしゃったわけです。ただイエス様がおっしゃったことに対して、彼らは見当がつかない、最初から概念がなかったのです。それでイエス様は「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです」とおっしゃいました。つまり、それは私が神様と出会う道、私があなたがたが告白しているとおりのキリストだ。私がメシヤなのだ。そうならば私が行くところと言うのは決まっているでしょう。メシヤ、キリストは神様と出会う道、神のいのちと言う意味なので、私が行くところ、戻るとなれば父の御許に戻ると言うことしかないのではないか。そういう意味です。だから、あなたがたは心配しなくてもよい。
最後にイエス様はおっしゃいますが、私がキリストで父の御許に来ること、それはあなたがたがいるところを備えるために行くと言うことであれば、本当にイエスがキリストであれば離れることが離れることではなく、戻ってきて永遠にともにおられるために一時期離れると言うことでしょう。イエスがキリストであれば。と言いますのは、弟子たちがそのような質問をしていると言うのは、イエス様に従って命を懸けているのですが、キリストだと言うことがいまだ明確に分かっていないと言うことです。キリストがどういう方なのかという意味が正しく深く理解できていなかったと言うことでしょう。それで心を騒がせていました。つまり、言葉を変えると、イエス様のことさえ正しくわかっていれば、心配に及びません。そういうことです。イエス様はキリストで神様に出会う真の唯一の道です。

それから、イエス様が言いました。「おかしいな。今まで私と長い間、一緒にいて、私の話すこと、やること、すべてを見たでしょう。それで私に従っているのではないか。そうならば、私を知っている者は、もう父も知っていることなのだ。それから、もう一歩進んで、私を見た者は父ももうすでに見たことなのだ」とおっしゃいました。イエス様の思いでは、イエスがキリストなので、その意味が正しくわかれば、私を見たと言うのは神様を見て、父なる神を見たことになるというのが当然で、当たり前なことなのに、弟子たちにはさっぱり意味がわかっていません。もう一人のピリポが、イエス様にもう一度聞きます。「主よ。私たちに父を見せてください。そうすれば満足します」。イエス様はもう一度「こんなに長い間、私と一緒にいて私を見ていたのに、また私を見せてくださいと言うのはどういう話なのか。私を見たのが父を見たことなのだよ。それを知らないのか」。彼らはイエス様に従っていたにも関わらず、イエス様のことがまだはっきりとよくわかっていません。そうすると、心を騒がすようになります。イエス様のことが正しくわかれば、心配事に勝てる人生になれます。心配事はたくさんあります。それに捕らわれないで、まずイエス様のことを思い出して、イエス様のことを正しくじっくりと考えるようにしていただきたいと思います。それが心配に打ち勝つ、素敵な勝利の人生の秘密です。

そこで、イエス様がおっしゃいました。10節。これは普通に私たちの頭や理性では理解できません。神の恵みによって信じられることですが、「わたしが父におり、父がわたしにおられることを、あなたは信じないのですか。わたしがあなたがたに言うことばは、わたしが自分から話しているのではありません。わたしのうちにおられる父が、ご自分のわざをしておられるのです」「わたしが父におり、父がわたしにおられるとわたしが言うのを信じなさい。さもなければ、わざによって信じなさい」とおっしゃいました。なぜ、イエス様を知ることが父なる神を知ることであり、イエス様を見たことが父なる神を見たことでしょうか。イエス様はそういう方です。これが三位一体の神様と言う秘密です。神様は一人しかいらっしゃいません。今から申し上げることは、皆さんの頭で理解しようとするとパニックになりだめになります。しかし、神様はそういう方です。一人しかいらっしゃらないのですが、三位としていらっしゃいます。それが神様です。つまり、イエス様は神様ご自身でありますが、子なる神様です。父なる神様がいらっしゃいます。聖霊の神様がいらっしゃいます。それが神様です。そして、その神様は一体なので、父が子の中に、子が父の中に、聖霊を通してという構造になっています。離れているからと言って、離れているのではありません。皆さんの頭をややこしくさせるために今、言っているわけではありません。イエス様は神様ご自身です。そして、イエス様は私たち人間の救いのために、人の体を取ってこの地上に現れました。よく覚えていてくださいね。
それで、今、イエス様は私たちの目から見ると人間です。私たちと同じ形をしていらっしゃいます。元々、神様は形がありません。霊であられます。始まりも終わりもない、永遠なる方です。その神様であるイエス様が、人間の体を取って制限されて私たち人間のようになりました。それ以外に、私たちの救いの方法がなかったわけですから。それで、イエス様を見たときには、神様は誰も見ることができません。しかし、体を取って来られて、私たちと同じような人間の形を取って神様を見るようにされました。それで、イエス様を見ると人間です。間違いなく。しかし、そのイエス様がおっしゃること、為さるわざを見ると、全能なる創造の神様にしかできないことばかりです。それをどのようにおっしゃっているかというと、私の中に今、父がいらっしゃる。私が父の中にいる。一体となっている。だから、私を見た者が父を見た者。イエス様はそういう方です。それを全部まとめると、イエスはキリストと言うことです。それが本当に分かっているのであれば、イエス様がどこにいるのか、また自分たちを心配する必要はないでしょう。イエス様が一緒にいることは、神様がともにおられることであるし、イエス様に従うと言うのは神様と出会っていることだし、そこにあるすべての祝福が自分のものになります。
それから、イエス様が彼から一時的に離れて、十字架にかけられ、よみがえられて天に昇られるすべてを一緒におっしゃっていることですが、それは一時的なことであって、人間の体の中に神様が入って来られてイエス様はこの地上に来られたように、永遠にそのような方法、そのような形で弟子たち、イエスを信じる者とともにおられるためのプロセスです。そのためにキリストが来られるとおっしゃったのではないでしょうか。キリストが来られる意味を聖書を通して正しく理解できている者は、一時期ともにおられるのではなく、それでは限界があるから永遠に離れることなく、ともにおられるためにキリストは来られます。そのためには今の形のままでは永遠にともにおられることができないのではないでしょうか。だから、しばらくあなたがたから離れるのだ。だから、心配しないで。他の聖書を見ると、むしろ喜ばないといけないのではないかとおっしゃっています。イエス様が彼らから離れることは心配事、心を騒がすようなことではなく、永遠にともにおられるためのプロセスだということを覚えていてください。なぜでしょうか。イエス様は神様とともにおられる道であり、イエス様はいのちであり、イエス様はキリストだからです。イエス様を見た者は神を見た者です。イエス様を分かったと言うことは、神様が分かったと言うことです。イエス様を抜きにして、神様を知ろうとすることは愚かなことです。また、知ることもできません。人は罪を犯したので、神様を知ることも見ることも見向きもしない存在です。その人間にわざわざ会いに来られて、神様を目に見える形に現すのがイエス・キリストです。それ以外には、神様を知り神様に来られる、神様と出会うための道を私達に与えたことがありません。キリストなしでは、イエス様なしでは神様のことを一滴も理解することはできません。キリストを知らないまま、神、神と言っているのは偶像であり、悪霊のことであり、神様ではありません。例え、教会に通っているとしても。イエス様は今まで一緒にいたのに、私がキリストだということをいまだはっきりと理解できていないのか。心を騒がしてはなりません。皆さん、心配事に勝てる人生と言うのは、イエス様のことをキリストとして、イエス様は神様ご自身であり、イエス様こそ神に出会う道ということをはっきり分かれば心配に勝てるようになります。
そして、そのイエス様が正しく理解できた場合に、イエス様に従ってイエス様を信じる人をクリスチャン、信徒と言います。クリスチャンと信徒の存在がどういうものなのか正しく分かっていれば心配事に勝てるようになるでしょう。その後、イエス様がおっしゃっています。イエス様がキリストであるがゆえに、イエス様がしばらく離れるのですが離れることではなく、キリストは神様と出会う道でしょう。しかも、永遠にともにおられるための鍵ではないでしょうか。そのために天に昇られ、もう一人の助け主、聖霊を神の御霊をあなたがたに与える、あなたがたに遣わすとおっしゃいました。だから、心配しないように。このようにおっしゃっています。ヨハネ14:16を見ると「わたしは父にお願いします。そうすれば、父はもうひとりの助け主をあなたがたにお与えになります。その助け主がいつまでもあなたがたと、ともにおられるためにです」とあります。他の聖書を見ると、いつまでもあなたがたの内側でともにおられるためですと言われます。それがポイントです。思い出していただきたいと思います。イエス様は神様ご自身であり、形のない霊でした。そのイエス様が私たちの救いのために受肉されました。天の御国の福音を伝えるために、紙の国をもたらすために、私たちに永遠のいのちをもたらすために、人間の肉体を取って中に入って来られました。それと同じように、受肉と同じ原理です。それが信徒です。イエス様が天に昇られると、もう一人の助け主、御霊様をあなたがたに送ることによって、その御霊様が来られると言うのは、イエス様が来られることです。三位一体の神様です。それで信じる者の内側に入って、その人を変えてしまいます。その人の存在と人生を変えます。それがクリスチャンです。それがイエス様を信じると言うことです。そうならない限り、心配事、心配の人生に勝つことは無理です。イエス様はキリストです。イエス様は神様を私たちに見せてくださった方です。イエス様は神と出会う道キリストです。それを受肉を通して明確に現しました。イエス様が天に昇られたあとは、受肉と全く同じ原理で助け主、聖霊を通して信じる信徒の内側に、まるで肉体の中にイエス様が入って来られたのと同じように。そのイエス様のような存在は宇宙の中に、また地球の歴史上、一人もいませんでした。天使も霊です。人間は魂を持つ、肉体を持っている唯一の被造物なのに罪を犯してだめになりました。しかし、全く罪のない体を持って内側に神の霊が宿っている、神様でありながら人間である方は宇宙に一人しか存在しません。それがある意味ではサンプルです。誰でもこのイエスを信じる者は、キリストであるイエスを信じる者はあのような原理によって変えられる。肉体を持っている人間でありながらも、死んでいる魂が生き返って、しかもイエスの霊が御霊を通してその人の中に宿ることによって、イエス様を見ると人間を見ているのですが実は神様なのです。同じように、私たち信徒というものは肉体を持って弱さを持って年を取るとしわが増え衰え五十肩にもなったり、そして、行く行くは死んでいくかもしれない土の器のような弱々しいものですが、内側にイエスの霊が入っていて、実はイエス様が為さることを為さるし、イエス様と全く同じことができる存在に変えられます。私を見た者は神を見たのではないかと言っているように、信徒というものは実は私を見た者はイエスを見たのではないかと言える存在に変わるのです。これが秘密です。宗教ではありません。頑張って修行をしお辞儀をし自分を改善して行く。そういうものではありません。それでは人は変わることがありません。内側にイエス様が十字架にかけられ、よみがえられて、すべての罪を全部解決して勝利なさった復活のイエス様が助け主、聖霊を通してその人の内側に入って来られること以外には人間の改造は不可能です。教育や政治や医学によって人は変わることはありません。信徒はそのような受肉と同じ原理によって変えられ、全く新しい存在に作り変えられた者です。形を見ると今までの形どおりに年を取っている方はそのまま、もちろん恵まれたので少し肌色は透明になるかもしれませんが、60歳の方がいきなり20歳に戻ることはありません。ときには病気を持っている人は治る場合もありますが、そのまま弱さを持っている場合もあります。それにもかかわらず、キリスト、イエスを信じる者の中に助け主を通して聖霊が中に入ることによって、その人の存在は変えられます。今まで地球、宇宙の中に例のない存在に変えられます。見ると普通の人だと思うのに、以前とは変わっています。受肉をよく考えてください。イエス様を人間だと思っていたのに、実は神様だったのです。私達も普通の人間、前と同じような形、弱さを抱えているのに実はイエス様ではありません。けれども、そう思われておかしくないような存在に変えられます。信徒がどういう存在なのか、正しく分かっていれば心配しないでしょう。心配事に打ち勝つことができるでしょう。
だから、天の御国に家が備えられるというのは当たり前なことです。未来の天の御国の保証というもの、未来の希望というものは当たり前なことであり、よく覚えておいてください。イエス様がおっしゃっています。わたしがあなたがたを離れたことは、戻ってそのような形でともにいるためのプロセスなので、戻ってきたらそうなったとなればどういうことが起きるかというと、あなたがたはわたしがやることをあなたがたもやるようになる。しかもわたしより大きいことができるとおっしゃいました。それが信徒です。それが地球上に存在する、唯一の特別な存在、クリスチャンです。問題はイエス様を信じて教会に通っているクリスチャンの方々が、自分の存在がどんな存在なのかをよく分かっていないだけの話です。そうすると、弟子たちのようにいろいろな心配、いろいろなことで心を騒がして、いろいろな質問が次々と止まりません。こういう意味での質問はいりません。イエスがキリストでしょうか。人間の体を取っていらっしゃったのに、神様ご自身だったでしょうか。そのイエス・キリストを受け入れることによって、助け主聖霊様を通してイエス様が戻ってきて、しかも復活しよみがえられた万軍の主、世界福音化を全うされるイエス様が戻ってきて、あなたがたの内側で離れることなく一体になって永遠にともにおられる存在になりました。神がともにおられれば、心配事は心配事ではないでしょう。冒頭で言いました。ともにおられるだけではありません。内側で一体化になり、永遠にともにおられるようになりました。それがクリスチャンであり、そのことをよく味わっているとすれば、心配事に十分に打ち勝てるようになるでしょう。それだけではありません。クリスチャンの存在がどのような存在でしょうか。イエス様にしかできないことができる者です。見てください。今朝も歩きながらセイカンとそのような話をしましたが、皆、イエス様は人間だと思っています。それなのに、為さることは神様にしかできない事を為さっています。不思議で、不思議でたまりません。それがキリストと言う意味です。おっしゃることはパリサイ人と律法学者が教えている講演の内容とは全く威厳が、権威が違う、神様のみことばのように聞こえる神様のおっしゃることです。人間なのに。
皆さんが、イエス様のことをできるというのはどういうことでしょうか。皆さんは弱々しい、限界のある人間だと思っていたのに、イエス様にしかできない悪霊を追い出して病人を治し、天の御国の福音を伝え魂を生き返らせると言うことがイエス様のなさることです。そのために肉体の中に来られました。私達も同じです。なぜ御霊様が皆さんの内側に入って一体になり一緒におられるのでしょうか。その救いのために。他の魂の救いのために。つまり、ある意味、皆さんの性格と人格と能力と関係なく、皆さんの存在そのものが皆さんがいることによって意識さえあれば、イエス様の為さることがそのまま現れる存在です。皆さんのゆえに悪霊が追い出され、病気がいやされ、天の御国の福音が伝えられて、いのちが悪魔の手から救い出されることが起きるでしょう。そのすべてを合わせて暗やみの力が砕かれて、神の国が臨まれると言うのです。その主人公です。なぜそれが可能でしょうか。受肉、イエス様のことをよく考えてください。なるほど、イエス様は人間なのに神様のことができたのではないか。私達も弱々しい限界のある人間なのに、イエス様のことができるのではないのか。そのような存在です。特にイエス様が十字架にかけられた後、よみがえられたあとの時代から主が再臨なさるまで、イエスに従う者、イエスを受け入れた者はそのような存在に変えられます。なぜでしょうか。イエス様がなさったことをやってもらうために。しかも、それより大きなことと言うのは、イエス様はエルサレムとイスラエルだけだったのですが、それ以来、クリスチャンというものは地の果てにまで世界中でこれができるようになります。変な頭がいかれているところでは、これが行き過ぎて、自分がイエス様なのだと勘違いしています。それは異端です。

しかし、その勘違いに走るほど考えないといけません。自分の存在のことをよく考えてください。それが分かったときに初めて始まるのが祈りです。そういうことを根拠にして成り立つものを祈りと言います。それでイエス様はおっしゃいました。覚えていてください。私の名によって何でも求めなさい。そうすると、答えられます。皆さんはそのような意味で、今の話が理解できて自分の存在の意義をそのようにキャッチできて、そのことのためにイエスの名によって祈ると、イエス様は神様に祈って答えられたのと同じように答えられる存在です。アーメンと言いながらも実際は信じていないでしょう。私はそう信じています。神様はモーセをパロの前に送るときに、パロの前であなたを神にするからとおっしゃいました。モーセが神になるわけではありません。でも、神様にしかできないことを、モーセを通して神様が現すと言うことです。それを見てパロは、神ではないかと思うしかありません。モーセ以上です。モーセを通して現すのではなく、皆さんの内側に入って、まるでお酒に酔っぱらって完璧に酔いつぶれた者は、その人が無くなってお酒の力によってお酒の力が現れるでしょう。悪霊にとりつかれた者は、その人の人格などはとっくに去って行き、悪霊がその人を通して現れるのではないでしょうか。ものすごく穏やかだった人なのに、悪霊にとりつかれるとその人間はそこにいません。ましてや聖霊にとりつかれるとは言いませんよ。満たされた場合には、どうなるでしょうか。そこに皆さんはいません。勝利の、悪魔の頭を踏み砕いて勝利なさって、いのちであり道であるイエスが現れます。そうすると、伝道するのではなく伝道になります。伝道は皆さんがそのように受肉の原理によって変えられた存在、イエス様のわざができる存在に変えられたがゆえに、そのわざが現れることを伝道と言います。暗やみ力が砕かれることを伝道と言います。ただその前にクリスチャンの存在を理解しないといけません。皆さんがそのように求めてそうなったわけでもありません。世界の基が置かれる前から神様のプロジェクトでした。それが何千年に渡って進行させ準備をし、イエス様が来られ十字架も終えられてよみがえられたあと、本格的にそのプロジェクトを始められました。イエスを信じる者を通して、ひとりひとりを全部イエスに変えて、全世界に散らすことにしました。覚えていてください。それほどに考えないといけません。自分がイエスではありません。でも、そう勘違いするくらい自分の存在について覚えていないといけません。ここがはっきり分かっていないので、いろいろな心配事に引っかかるしかありません。そして、その心配事が大きいか小さいかをいつも計算します。でも、皆さんの存在がイエスがキリストであるがゆえに、受肉と同じ原理で神がともにおられるのではなく、御霊、助け主を通して皆さんの内側にともにおられる存在であることがはっきりと分かれば心配する必要があるのでしょうか。心配事が変わるのではないでしょうか。祈るとすべて答えられます。皆さんが生きる理由、皆さんの存在の理由は存在自体がそういう者ですから、イエス様のなさることをやってもらうためにいらっしゃるのです。なんと幸いで、なんと驚くべきビックニュースでしょうか。これはサプライズの中のサプライズではないでしょうか。覚えていてください。だから、心配事が心配ではありません。自分がクリスチャンで、クリスチャンがどんな存在なのかが分かっていないから心配に捕らわれるしかありません。

ですから、イエス様のことが正しく分かると、イエス様を信じる自分が誰なのか正しく分かっていればその人の人生の生涯のテーマが変わります。自分の人生のテーマが正しく分かれば、心配事に勝てるようになります。そのテーマは何でしょうか。今まで申し上げましたように、いろいろな言葉でそれを表現します。伝道とも言いますし、神の国とも言いますし、使命とも言いますし、イエス様が為さったことをやるとも言いますし、それが私たちの人生、クリスチャンの人生のテーマです。イエス様は弟子たちに言いました。何を食べるか飲むか着るかなどのテーマは、イエス様と出会ってないときのものではないのか。イエス様と出会ったと言うのは、あなたがたが小さなイエスになることなのだから、イエス様のテーマは神の国しかありませんでした。だから、私たちのテーマも神の国しかありません。それだけを求めなさい。そうすれば、それらのすべてを加えて与えられるとおっしゃいました。皆さんのクリスチャンであるがゆえのテーマは何でしょうか。子どもを育てることでしょうか。自分の専門知識を極めることでしょうか。医学を発展させることでしょうか。政治の状況を変えることでしょうか。必要なことでしょうが、それは私たちのテーマではありません。政治の世界にも、医学の世界にも、芸能界にも神の国が臨まれないといけないのです。それが私たちのテーマです。それさえあれば一番尊い、また世界を助ける唯一のテーマ、それに預かるようになった自負を持つようになり、それに集中するようになればこれが必ず聞こえてくるようになります。「これが心配ですが」「この悩み事はどうしたらいいでしょうか」「植民地はどうすればいいでしょうか」「私の健康がまだこうですけれど」「学歴が足りないのですが」「会社がこうでああで」。いろいろな心配事、悩み事を持ってきたときに一言で片付けます。それはあなたがたのテーマではないのだ。それはあなたがたは知らなくてもいい。つまり、あなたがたはそれを心配する身分ではありません。心配しなくてもよいです。心配事があるのに心配しないようにがんばろうとすると病気になります。そうではなく、皆さんの存在がイエスによって、それらのものを心配するような身分ではなくなったということに目を留めないといけません。イエスを信じると人は変わります。性格が変わるとか、そういう表面的な話ではありません。存在そのものが、イエスが肉体を持ってこの世に来られたのと同じように、受肉の原理によって存在が変わります。つまり、分かりやすく申し上げますと、救いの具体的な御業はキリストであるイエス様しかできません。だから、人間の体を取って、ひとり子イエス・キリストが十字架の犠牲になられてよみがえられました。しかし、それを根拠に世界中の人を救うために、体を持っているイエスをたくさん作らないといけません。誤解しないでください。でも、それが世界福音化の方法です。何かのテクニックによって、騒ぎによってできることではありません。本当にそうです。イエス様を信じる皆さん、いろいろな人間的な肉体的な条件などによって頭を悩まし、また引っかかったり比較したりといろいろあるでしょうが意味がありません。それから、自由になってください。皆さんの存在を霊的に本質のところから存在を正しく吟味しないといけません。そうすると、ひとりひとりが外見と関係なく、今の状況と関係なく、とても尊い存在です。それにいつ気づくのかが残っている課題です。それで祈るのです。気づかせてくださいと。気づけばどこかの学校に行きます。その学校に暗やみの力が見えてきて、なるほど、ここにイエス様が来ていらっしゃるのだ。なぜなら、自分がいるから。いつも、このように考えれば正解です。もしここにイエス様がいらっしゃるのであれば、どういうことが起こるのだろうと考えてみてください。それが起こるように祈ればいいのです。イエス様がいらっしゃれば当たり前に起こります。もちろん、良い善良なことをやると言うことはいろいろな時刻表があります。何が善良なのかいろいろ考えないといけないのですが、一番のメインは暗闇の力が砕かれて悪霊が縛り上げられて、神の国が臨まれることによって、いのちのわざが行われるために天の御国の福音が伝えられること、これはイエス様がいらっしゃれば必ず行われることでしょう。それが行われるはずですよね。なぜでしょうか。皆さんがそこにいらっしゃるから。それはイエス様がいるのと全く同じです。そうするために、しばらくイエス様が離れるのです。弟子達から。今の私たちは離れてから戻って来られてその時代を生きているのです。

レムナントの皆さん。イエス様を信じるのであれば、他の人間的な条件などによって自分を勝手に評価したり、がっかりしたり、高慢になったりしないでください。内側に助け主聖霊を通して、復活の万軍の主イエスが皆さんの内側にいらっしゃって、それが皆さんになりました。クリスチャンというものは、今見ているままの存在ではありません。キリストが内側に来られて一体化になった存在です。自分がそのような存在だと言うことを覚えるときに、心配事から勝利できるようになるでしょう。だから、人生のテーマが使命に変わり、「知らなくてもいいよ」という声が聞こえてきて、そして、自分の人生に対して希望を持って自負を持つようになります。心配事に勝てるようになります。これが心配事に勝てる人生の秘密です。世の中ではこうすれば心配から勝てる、こうすれば、ああすればといろいろな方法論を教えていますが、それは本当は正解ではありません。イエス様のことが正しく分かれば、それに基づいてイエス様を信じる自分が誰なのか分かるようになるでしょう。そうすると、人生のテーマは最高に尊い福音宣教というテーマに絞られるようになります。それに絞られたときに何でも祈ると答えられます。

それから、いろいろな心配事などに対しては、それはあなたがたは知らなくてもよい。それは心配事ではない。あなたは変わっている。あなたは伝道者だ。あなたの内には天の御国がもう臨まれている。あなたは小さなイエスだ。イエス様が心配することを見たことがあるのか。同じことです。あなたがいるとイエス様がいることで、あなたが行くとイエス様が行くことです。あなたを拒否すると、イエス様を拒否することなのです。そのような存在です。それを覚えて、今日から皆さんの目の前にある心配事、いろいろあると思いますが、それより先にイエス様のことをキリストとして思い出して考えるように工夫するようにしましょう。それを練習して行かないといけません。いつも先に。その先の順番がすべてを左右するようになります。心配事はいくらでもあります。死ぬ時まで目の前にいつも現れます。その前にイエス様のことを先に考えるようにしてみましょう。
それから、皆さんの存在を今まで他のなにかによって評価していたところから出て、霊的に確認していただきたいと思います。そうすると、心配事に打ち勝つようになります。そうすることによって、本来、当たり前で喜び、またうれしさの中のうれしさ、幸せ中の幸せになるはずの使命が全部隠れています。心配事や様々なことによって。ですから、隠れている使命を回復するようにしましょう。それから祈ってください。その祈りは必ず答えられます。天の御国が臨まれるようになります。イエス様の為さることが皆さんを通してやれるようになります。それだけが頭の中にいっぱいになるようにしていただきたいと思います。これこそが心配事に勝てる人生の答えになります。

（祈り）

愛する天の父なる神様。ありがとうございます。今日も弟子たちが心を騒がせていることをご存知の上で、イエス様がその答えをおっしゃいました。内容を通して心配事に勝てる人生が何なのかを教えてくださりありがとうございます。今までどおり、また世の中の人が言っているようなものに流されないで、神様の答えに従って、いつもイエス様のことを先に思い浮かべ、イエスにある自分の存在を受肉の原理によって霊的に確認し、最高のテーマ、使命に縛り付け、そして、何ものにも振り回されずに祈るクリスチャンになるようにひとりひとりを祝福してください。もう一度、ひとりひとりがキリストにあってどれほど尊い存在、祝福の存在、意味ある価値ある存在なのかを主が教えてください。感謝して、イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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